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千葉市教育委員会会議第２回定例会議事日程  
 

令 和 ６ 年 ２ 月 ５ 日 （ 月 ） 
午 後 ２ 時 ０ ０ 分 開 会 

１  開  会  
２  会議録署名委員の指名  
３  会期の決定  
４  会議録の承認  
５  議事日程の決定  
６  非公開審議の決定  
７  報告事項  

 (1) 第 ６ ６ 回 千 葉 市 小 ・ 中 ・ 特 別 支 援 学 校 児 童 生 徒 作 品 総 合 展 覧 会   
第２部について                    ………１  

［ 教 育 指 導 課 ］ 

(2) 令和５年度千葉市教育研究奨励賞について        ………３  

［教育指導課］ 

 

８  議決事項  

議案第１号  令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援
学校入学者選考の日程について        ………５  

［ 教 育 支 援 課 ］ 

議案第２号  令和５年度補正予算について（２月補正）   【別添】 

［企画課・教育給与課・生涯学習振興課］ 

議案第３号  令和６年度当初予算について          【別添】 

［ 総 務 課 ］ 

 

 

９  その他  

10 閉  会  



報告事項（１） 

第６６回千葉市小・中・特別支援学校児童生徒作品総合展覧会（第２部）について 

 

                            学校教育部 教育指導課 

 

１ 目的  児童生徒の作品を展示することにより、日常の学習成果を公開し賞賛する

とともに、広く市民に対して学校教育における探求・表現・製作活動への理

解を図る。 

 

２ 期間  令和６年１月２０日（土）～１月２８日（日） 

 

３ 時間  午前１０時～午後６時（金曜土曜は、午後８時まで） 

 

４ 会場  千葉市美術館（４階、５階、９階、１１階）  

 

５ 出品点数 

 

６ 参観者数 

1/20 

（土） 

1/21 

（日） 

1/22 

（月） 

1/23 

（火） 

1/24 

（水） 

1/25 

（木） 

1/26 

（金） 

1/27 

（土） 

1/28 

（日） 

3,937 3,965 675 586 914 1,658 909 3,309 2,132 

 

計 １８，０８５人 

 

７ その他 

 ・教職員も参観し、研修の場にもなっている。 

 ・各部門の審査員の講評を冊子にまとめ、今年度中に各校に配信する。 

 

 

 

部   門 出品数（点） 推   奨 教育長賞 

図画工作、美術 １１３８ ２４２ １１ 

家庭、技術・家庭 ３１９ ６１ ３ 

特別支援教育 ３２５   

書   写 ５７８ １１８ ６ 

総   計 ２３６０ ４２１ ２０ 
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展示の様子です。 

 

           

 

 

 

 

 

 

         

  

           

 特別支援教育の部（５階） 

書写の部（９階） 図画工作、美術の部（９階） 

図画工作の部（１１階） 

家庭、技術・家庭の部（４階） 
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報告事項（２） 

令和５年度 千葉市教育研究奨励賞について 

学校教育部 教育指導課 

１ 趣旨 

  各教科等において、研究実践活動が特に顕著な教職員に対し千葉市教育研究奨励賞

を授与し、今後の研究・実践活動の充実発展を期するとともに、全教職員の研究奨励

を図る。 

２ 研究分野 

（１）教科     ※国語科には書写・学校図書館教育、外国語科には外国語活動を含む                 

（２）道徳・人権教育                     

（３）総合的な学習の時間 

（４）特別活動 

（５）特別支援教育                 

（６）情報教育（視聴覚メディア含む） 

（７）学年・学級経営             

（８）生徒指導・教育相談                

（９）健康・安全・保健教育                       

（10）国際教育                  

（11）環境教育（学校園含む） 

（12）キャリア教育（進路指導含む）                       

（13）ボランティア教育  

（14）校内研修 

（15）学校事務・学校給食 

（16）その他      

３ 受賞対象者の要件 

人格識見に優れ、原則として教職経験１０年以上、本市在職８年以上の教職員で、

各教科等及びその他の教育活動において、研究実践活動が特に顕著であり、今後本市

の学校教育の充実に寄与することが期待できる者。 

ただし、校長、副校長、教頭は対象外とする。 

４ 今年度の概要 

（１）受賞者  ２５人 

（２）授与式  令和６年２月２日（金） 

５ その他 

（１）千葉市教育研究奨励賞は、昭和３６年度から設けられ、本年度６３回目を迎える。 

（２）これまでに、のべ１,３７０人の教職員が受賞している。 
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令和５年度　千葉市教育研究奨励賞受賞者

研　究　分　野 氏　　名

1 国 語 科 教 育 の 研 究 推 進 高 浜 海 浜 小 学 校 石　井　　桃　子

2 国 語 科 教 育 の 研 究 推 進 蘇 我 中 学 校 宮　崎　　祥　司

3 国語科教育（学校図書館教育）の研究推進 北 貝 塚 小 学 校 石　垣　　朋　美

4 社 会 科 教 育 の 研 究 推 進 登 戸 小 学 校 伊　藤　　文　人

5 社 会 科 教 育 の 研 究 推 進 お ゆ み 野 南 中 学 校 櫻　井　　翔

6 算 数 科 教 育 の 研 究 推 進 松 ケ 丘 小 学 校 森　　千　恵

7 数 学 科 教 育 の 研 究 推 進 緑 町 中 学 校 江　田　　大　志

8 理 科 教 育 の 研 究 推 進 小 中 台 小 学 校 佐　藤　　圭

9 理 科 教 育 の 研 究 推 進 磯 辺 中 学 校 森　　　岳

10 生 活 科 教 育 の 研 究 推 進 幕 張 西 小 学 校 田　中　　陽　子

11 音 楽 科 教 育 の 研 究 推 進 新 宿 小 学 校 水　野　　達

12 図 画 工 作 科 教 育 の 研 究 推 進 生 浜 東 小 学 校 笠　井　　由　紀

13 技 術 ・ 家 庭 科 教 育 の 研 究 推 進 蘇 我 中 学 校 元　野　　千　春

14 体 育 科 教 育 の 研 究 推 進 園 生 小 学 校 福　島　　壽　人

15 外 国 語 科 教 育 の 研 究 推 進 千 城 小 学 校 山　﨑　　早　苗

16 英 語 科 教 育 の 研 究 推 進 千 城 台 南 中 学 校 秋　元　　茂

17 特 別 支 援 教 育 の 研 究 推 進 登 戸 小 学 校 清　田　　志　保

18 特 別 支 援 教 育 の 研 究 推 進 高 洲 第 三 小 学 校 川　又　　俊　亮

19 教 育 相 談 の 研 究 推 進 西 小 中 台 小 学 校 竹　本　　健　太

20 健康・安全・保健教育の研究推進 生 浜 中 学 校 髙　山　　美　華

21 国 際 理 解 教 育 の 研 究 推 進 高 浜 海 浜 小 学 校 川　﨑　　世　光

22 キ ャ リ ア 教 育 の 研 究 推 進 蘇 我 小 学 校 青　木　　真　也

23 校 内 研 修 の 研 究 推 進 緑 町 小 学 校 中　惠　　智　治

24 学 校 事 務 の 研 究 推 進 轟 町 中 学 校 増　淵　　加王里

25 学 校 給 食 の 研 究 推 進 草 野 小 学 校 竹　田　　美　佳

勤　務　校
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議案第１号 

   令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入

学者選考の日程について 

 令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学者

選考の日程について、次のとおり定めるものとする。 

 令和６年２月５日提出 

         千葉市教育委員会教育長  鶴 岡 克 彦 
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議案第１号 

 

令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学者選考の日程について 

 

１ 千葉市立養護学校 高等部 普通科 

（１）願書等の提出期間 

   令和７年１月３０日（木）～２月１０日（月） 

（２）入学者選考日 

   令和７年２月１８日（火）、２月１９日（水）のうち養護学校の校長が定める日 

（３）入学許可候補者の発表及び通知 

   令和７年３月４日（火） 

 

２ 千葉市立高等特別支援学校 普通科（職業コース） 

（１）願書等の提出期間 

   令和６年１２月２日（月）～１２月４日（水） 

（２）入学者選考日 

   令和７年１月９日（木）、１月１０日（金） 

（３）追選考日 

   令和７年１月１７日（金） 

（４）入学許可候補者の発表及び通知 

   令和７年１月２１日（火） 

 

※令和７年度千葉県立特別支援学校高等部及び高等部専攻科入学者選考と同日程。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

議 案 説 明 

  令和７年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学

者選考の日程について、千葉市教育委員会組織規則第８条第９号の

規定により、議決を求めるものであります。 
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令和６年２月５日  

 

 

 

 

 

 

 

令和６年千葉市教育委員会会議第２回定例会 

 

 

[議案書（２） ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千 葉 市 教 育 委 員 会 

 

 



 

議案第２号 

   令和５年度補正予算について（２月補正） 

 令和５年度補正予算を定めることについて、次のとおり市長に申し出

るものとする。 

  令和６年２月５日提出 

千葉市教育委員会教育長 鶴 岡 克 彦   
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教育総務部　企画課

１ 補正理由

２ 補正予算額 40,000 千円

【財源】 寄附金 40,000 千円

３ 補正予算の内容

令和5年11月末現在 1,153件 21,342 千円

18,658 千円

計 40,000 千円

＜参考＞

令和５年度の主な充当予定事業

　・電子書籍購入事業

　・加曽利貝塚博物館　児童生徒向け縄文時代関係図書購入及び環境整備

　・郷土博物館　体験型教育の推進（昔の道具や玩具のレプリカ教材購入）

　・特別支援学校教育活動推進事業（作業学習の材料費等）

令和５年度補正予算について（２月補正）
（教育みらい夢基金積立金）

千葉市教育みらい夢基金への寄附金を基金に積み立てる。

寄附金
令和5年12月～令和6年3月見込み
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令和５年度２月補正予算について（２月補正） 

（給与費の増額） 

教育総務部 教育給与課 

 

１ 補正理由 

 

令和５年度千葉市人事委員会勧告に基づく職員の給料、期末手当及び勤勉手当引

き上げ及び６０歳の年度末で退職を希望する者に支払う退職手当の支出見込み額の

増加に伴い、令和５年度予算の給与費を増額補正するもの 

 

２ 補正予算   114,207千円 

  〔【財源】  全額一般財源〕 

 

 

３ 補正予算の内訳                       

【金額：千円】 

区分 補正後 補正前 補正額 

一般職 44,240,630 44,126,423 114,207 
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生涯学習部　生涯学習振興課

１ 補正理由

指定管理施設の安定した施設運営のため、指定管理者に対し、光熱費高騰に対する支援を実施

する。

２ 補正予算額 9,587 千円

【財源】 　　全額一般財源

３ 補正予算の概要

（１）支援対象施設

　光熱費の高騰により､令和５年度の管理運営費に「収支不足」が発生している指定管理施設。

　・生涯学習センター

（２）支援内容

　管理運営業務における光熱費計画額と支出額の差額

４ 今後の予定

令和６年３月　　支援金の申請受付

令和５年度補正予算について（２月補正）
（指定管理施設における光熱費高騰対応）
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令和５年度補正予算について（２月補正） 

（保育所等における性被害防止対策に係る設備支援） 

生涯学習部 生涯学習振興課 
 
１ 補正理由 

  保育所等におけるこどもの性被害防止対策のため、プライバシー保護
を図るパーテーション設置等に係る所要の経費を補正予算として計上
し、全額、繰越明許費の設定を行うもの。 

 

２ 補正予算の内容 

（１）対象施設 
   市内の公立保育所、民間保育園、認定こども園、小規模保育事

業、事業所内保育事業、家庭的保育事業、認可外保育施設※、子ど

もルーム（公設・民設）、アフタースクール、地域子育て支援拠点
事業所、病児保育事業所、児童養護施設、母子
生活支援施設、自立援助ホーム、ファミリーホ
ーム、障害児通所支援事業所 

  ※届出のある施設（ベビーシッターを除く） 

（２）補助内容 
   パーテーション・簡易扉・簡易更衣室・記録用カメラ等の設置費用 

（３）補助率 
  ア 公立保育所、子どもルーム（公設）、アフタースクール 

国１／２、市１／２ 
イ ア以外の対象施設 

国１／２、市１／４（事業者１／４） 

（４）補助基準額 
   １施設あたり１００千円 
 
３ 補正予算額 

 【歳出】 ４４，２２５千円 ※繰越明許費 

 【財源】 国庫支出金２６，０５０千円、一般財源１８，１７５千円 
 
４ 今後の予定 

令和６年 ４月～ ５月 対象施設に周知、交付申請 
     ６月～ ７月 交付決定 
    １１月～１２月 実績報告 
令和７年 １月～ ２月 対象施設への支払い 

アフタースクール分 
【歳出】100 千円×44 か所＝4,400 千円 
【市費】4,400 千円×1/2＝2,200 千円 

アフタースクールにおいて
は、着替え等の際に使用す
る可動式パーテーション、
吊りカーテン等を想定 

アフタースクールにお
いては、各施設の状況
を再確認した上で、年
内を目途に、所管課で
調達した物品を配付す
ることを想定。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

議 案 説 明 

  令和５年度補正予算について、市長に意見を申し出るため、千葉市

教育委員会組織規則第８条第６号の規定に基づき、議決を求めるもの

であります。 
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議案第３号  

   令和６年度当初予算について  

 令和６年度当初予算を定めることについて、次のとおり市長に申

し出るものとする。  

  令和６年２月５日提出  

千葉市教育委員会教育長  鶴  岡  克  彦    
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令和６年度当初予算案（教育委員会所管分）の概要

一般会計　教育費　当初予算額　　７７５億８００万円

構成比（教育費／一般会計）　１５．２％

　 増減率（対前年度）　　　　　１２．２％

(単位:千円)

①

②

②／①

③

②＋③

一 般 会 計 509,400,000 483,000,000 26,400,000 5.5 

区　　　　　分 令和6年度 令和5年度 増減額
増減率
％

2.5 

教 育 費 77,508,435 69,089,130 8,419,305 12.2 

構 成 比 15.2 14.3 － －

特別
会計

学校給食事業 9,474,620 9,245,061 229,559

教 育 委 員 会 所 管
（ 全 会 計 ）

86,983,055 78,334,191 8,648,864 11.0 
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（単位：千円）

課
名

備 考

（ ） 拡 充

　各小中学校の普通教室で使用している老朽化した

学習用机椅子を計画的に更新する。

　更新台数　R5:約2,600台　→　R6:約4,100台

（ ）

他に債務負担行為 （ ）

　教員採用選考における志願者を増加させ、より質

の高い人材を確保するため、各施策を実施する。

　1　民間企業の媒体等を活用した情報発信

　2　教員奨学金返還サポート 新 規

（ ） 新 規

　教頭の業務補助や、保護者や外部との連絡調整な

ど、学校のマネジメント等に係る業務を専門的に支

援する人材を配置する。

（ ） 拡 充

　小学校高学年における一部教科担任制の実施に

向け、専門性の高い指導を実施するとともに、学級

担任が児童と向き合う時間を確保するため、専科非

常勤講師を増員し、配置を拡充する。

対象教科　　音楽、図工、家庭、体育、外国語

配置人数　　110人→120人

（ ）

　学校施設の長寿命化を図るため、計画的な保全改修

を行うとともに、時代の要求水準に沿った施設環境・

機能に改善するための質的整備を行う。

　1　工事

 　　　大規模改造　　　小学校2校、中学校2校

　2　実施設計

 　　　大規模改造　　　小学校1校、中学校2校

 　　　外部改修　　　　中学校4校

教 員 不 足 解 消 に 向 け た 23,000 ― 

― 

教
　
育
　
職
　
員
　
課

1,238 諸収入 22

市　費 3,159

緊 急 対 策 事 業 国  費 5,000 市費 18,000

65,000

国  費

教
育
職
員
課
・
教
育
指
導
課

教育委員会　教育総務部

事　務　事　業　名 事　　業　　内　　容

総
務
課

学 習 用 机 椅 子 更 新 66,000 35,000

市　費 66,000

サ ポ ー タ ー の 配 置

314,060

教 頭 マ ネ ジ メ ン ト ・ 4,419 ― 

専科指導のための非常勤講師 413,719

の 配 置 国  費 94,951 諸収入 2,090

市　費 316,678

学
　
校
　
施
　
設
　
課

学 校 施 設 の 環 境 整 備 1,408,237 257,071

国　費 82,239 市　債 1,258,000

市　費 67,998

10



（単位：千円）

課
名

備 考

教育委員会　教育総務部

事　務　事　業　名 事　　業　　内　　容

（ ）

　住宅開発が進む幕張新都心若葉住宅地区における良

好な教育環境確保のため、新設校を建設する。

　建築工事

（ ）

他に債務負担行為 （ ）

　稲毛高等学校・附属中学校の稲毛国際中等教育学校

への移行に伴い、老朽化した校舎等を全面的に改修す

る。

　大規模改造工事等

（ ） 拡 充

　学校施設への不法侵入を抑止するため、防犯カメラ

システムを設置し、安全で安心な学校づくりを推進す

る。

　設置校　130校→140校

（ ）

　給食従事職員の熱中症対策として、小学校の給食室

に冷暖房設備を整備し、適正な作業環境を整える。

　また、教育環境の整備及び防災機能強化のため、体

育館の冷暖房設備の整備を図る。

　その他、老朽化した既存冷暖房設備の更新を行う。

― 

整 備 市　債 635,000 市　費 0

市　費 14,600

給食室・体育館等冷暖房設備 635,000 57,500

中 等 教 育 学 校 整 備 2,537,270 756,000

国　費 196,387 市　債 1,650,000

国　費 88,110 市　債 718,000

市　費 3,390

新 設 校 建 設 809,500 169,000

　3　既存冷暖房設備の更新　工事　 　高等学校1校

高等学校1校

中等教育学校1校

　1　給食室冷暖房設備整備　実施設計　小学校15校

　2　体育館冷暖房設備整備　実施設計　中学校28校

学
　
校
　
施
　
設
　
課

市　費 690,883

学 校 防 犯 対 策 14,600 13,634

1,116,000

11



（単位：千円）

課
名

備 考

（ ） 新 規

　小中学校の学区地図データを作成し、ホームページ

で公開することで、市民の利便性の向上に加え、職員

の業務改善や事務負担の軽減を図る。

（ ）

1　ステップルームティーチャー活用 拡 充

　様々な要因で教室に入ることができず別室に登校す

る児童生徒へ継続的な学習支援や相談を行うステップ

ルームティーチャーを増員する。

　ステップルームティーチャー　4人　→　7人

2　スクールカウンセラー活用 拡 充

　不登校やいじめなどの悩みを解消するため、公認心

理師など心理の専門職であるスクールカウンセラーの

配置時間を拡充する。

　小学校への配置107校　14,800時間　→　16,430時間

　高等学校への配置2校　280時間　→　480時間

　特別支援学校への配置3校　360時間　→　420時間

3　フリースクール運営 拡 充

　個々の状況に応じた多様な学びの場を確保するため

フリースクール委託施設を拡充する。

　フリースクール委託施設　1施設　→　2施設

4　ライトポートカウンセラー活用 拡 充

　不登校児童生徒への心理的な支援の充実のため、

ライトポートカウンセラーを拡充する。

　ライトポートカウンセラー　2か所

120時間/か所　→　343時間/か所

5　家庭訪問カウンセラー活用 拡 充

　不登校などの諸問題解決に向けた相談機能の充実

を図るため、家庭訪問カウンセラーを増員する。

　家庭訪問カウンセラー　4人　→　9人

（ ） 拡 充

少子化の中でも、将来にわたり子どもたちがスポー

ツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会

を確保するため、実証事業を行う。

対象　　（スポーツ系）23部活→54部活

　　　　（文化芸術系）3部活→6部活

保
健
体
育
課
・
教
育
指
導
課

1,600

教育委員会　学校教育部

事　務　事　業　名 事　　業　　内　　容

学
　
事
　
課

小中学校学区地図データ作成 3,200 ― 

国　費 1,600 市　費

教
　
育
　
支
　
援
　
課
　
・
　
教
　
育
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

不 登 校 対 策 414,665

市　費

（ パ ッ ケ ー ジ ）

399,804

国  費 128,237 諸収入 809

地 域 ク ラ ブ 活 動 推 進 39,000 9,888

国　費 13,240 市　費 25,760

285,619

12



（単位：千円）

課
名

備 考

教育委員会　学校教育部

事　務　事　業　名 事　　業　　内　　容

（ ）

児童の泳力向上、教職員の負担軽減及び学校プール

施設の維持管理費削減などを目的とし、スイミングス

クールを活用した水泳学習を実施する。

スイミングスクールにおける水泳学習　11校→13校 拡 充

インストラクター派遣による水泳学習　2校

（ ） 拡 充

部活動の充実及び教職員の負担軽減を図るため、民

間指導者を配置する。

民間指導者　50人→55人

（ ）

　多子世帯の子育てに対する経済的負担の軽減を図る

ため、第3子以降の義務教育期間における千葉市立学校

の学校給食費を無償化する。

（ ） 特別会計

他に債務負担行為 （ ）

　成長期にある児童・生徒に、安心・安全でおいしく

バランスのとれた栄養豊かな学校給食を提供する。

　なお、食材料費の高騰分については、引き続き公費

で負担する（令和6年4月～9月）。

　また、小学校の給食室改修工事期間中、学校給食セ

ンターから給食を配送する。

（ ） 新 規

　教職員の資質向上を図るため、研修受講履歴記録

システム及び教員研修プラットフォームを導入し、

多様な研修機会を確保する。

（ ）

　知能検査のニーズ増加に対応するため、検査が可能な

有資格者である心理判定員の勤務時間を拡充する。

　勤務時間数　2,646時間→　2,744時間

部 活 動 指 導 の 充 実 1,650 2,000

市  費 1,650

第 3 子 以 降 の 学 校 給 食 費 297,377 330,453

無 償 化 県　費 69,872 市　費 227,505

学 校 給 食 運 営 9,474,620 9,245,061

事業収入 3,773,096 国　費 152,289

7,578

市　債 62,000

― 

市　費

保
 
健
 
体
 
育
 
課

小学校の水泳学習における 36,190 33,400

民間スイミングスクール活用 市　費 36,190

繰入金 5,479,657 諸収入

6,128,071 ― 

教
育
セ
ン
タ
ー

研修受講履歴記録システム

養
護
教
育
セ
ン
タ
ー

市　費 9,860

3,115

フ ォ ー ム 導 入

心 理 判 定 員 の 拡 充 9,908 8,064

諸収入 48

及 び 教 員 研 修 プ ラ ッ ト

3,115
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（単位：千円）

課
名

備 考

（ ） 新 規

他に債務負担行為 （ ）

　開設から40年以上経過し施設の老朽化が著しい千城

台公民館及び若葉図書館を、千城台南小学校跡地に地

域拠点及び避難所機能を強化した複合施設として再整

備する。

　　現況測量、地質調査、基本・実施設計

（ ）

　地域住民の最も身近な学習拠点及び交流の場として

その役割をより効果的に果たすため、指定管理により

47公民館の管理運営を行う。

（ ）

他に債務負担行為 （ ）

　小学生に対し、放課後を安全・安心に過ごせる居場

所と多様な体験・活動の機会を提供する。

　1　アフタースクール 拡 充

　　 原則全校導入を目指し、拡充を進める。

　　 (1)令和6年度実施校の拡大　34校→44校

　　 (2)令和7年度実施校10校拡大に向けた開設準備

　2　アフタースクール医療的ケア体制確保 新 規

　　 医療的ケア児を受け入れるため、看護師派遣など

 　の体制を確保する。

　3　アフタースクール訪問相談員配置 新 規

　　 特別な支援が必要な児童が安全かつ安心して利用

　 できるよう、施設スタッフに対し相談・助言などの

 　支援を行う相談員を配置する。

　4　放課後子ども教室

　　 実施校　63校（うち1校は民間委託モデル事業）

　5　総合コーディネーターによる放課後子ども教室 拡 充

  　活動支援

　   実施校　18校→19校

公 民 館 管 理 運 営 1,512,062 1,486,367

使用料 13 寄附金 1

生
　
涯
　
学
　
習
　
振
　
興
　
課

市　債 2,000

市　費 1,510,026

諸収入 22

407,614

3,173,300 1,503,940

放 課 後 子 ど も 対 策 1,467,776 1,171,763

教育委員会　生涯学習部

事　務　事　業　名 事　　業　　内　　容

生
涯
学
習
振
興
課
・

中
央
図
書
館
管
理
課

千城台公民館・若葉図書館 49,000 ― 

市　債 49,000

82,000 ― 

再 整 備

336,731

諸収入 348,595 市　費

国  費 374,836 県　費
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（単位：千円）

課
名

備 考

教育委員会　生涯学習部

事　務　事　業　名 事　　業　　内　　容

（ ） 特別会計

を 含 む

　特別史跡加曽利貝塚の魅力や重要性を多くの方に知

ってもらうため、史跡及び新博物館の整備や縄文貝塚

文化の研究を進めるとともに、縄文体験や集客イベン

トを実施する。

　1　史跡などの整備

　　 臨時駐車場用地取得、貝層保護のための伐採、

　 新博物館の整備等

　2　縄文貝塚文化研究の推進

　　 発掘調査、見学会、発掘資料の整理・調査研究

　3　縄文体験及び集客イベントの実施

　　 縄文体験プログラム運営、縄文春まつり・秋ま

　 つり、発掘調査100周年記念イベント　他

（ ）

他に債務負担行為 （ ）

　1　加曽利貝塚博物館管理運営

 　　加曽利貝塚に関する調査研究を進めるとともに、

   縄文文化の理解促進を図るため、展示、教育普及

 　活動などを行う。

 　　(1)加曽利貝塚から出土した資料などの展示・

　  　　企画展、縄文時代研究講座などの実施

 　　(2)貝塚関係資料などの調査研究

　2　郷土博物館管理運営

 　　本市の歴史・民俗に関する資料収集・調査研究を

 　進め、展示・教育普及活動を行うとともに、千葉開

 　府900年に向けて、展示リニューアルを実施する。

 　　(1)本市の歴史・民俗及び千葉氏に関する展示

 　　(2)郷土の歴史に関する調査研究

  　　　千葉氏に関する史料調査

 　　(3)展示リニューアル 拡 充

（ ）

　図書資料の整備に努め、身近で頼れる市民の図書館

として充実した図書館サービスを提供するとともに、

施設の管理運営を行う。

   電子書籍サービス 拡 充

　 デジタル社会に対応した学校の読書活動などを

 支援するため、学校向けコンテンツを充実する。

諸収入 72 市　債 277,000

市　費 1,002,173

－

使用料 27 繰入金 4,237

諸収入 1,637 市　債 159,000

市　費 84,138

149,200

中
央
図
書
館
管
理
課
・

情
報
資
料
課
・
地
区
図
書
館

図 書 館 管 理 運 営 1,035,711 965,249

繰入金 5,452 諸収入 5,086

市　債 23,000

加 曽 利 貝 塚 の 魅 力 向 上 389,925 224,525

国  費 43,752 繰入金 60

博 物 館 管 理 運 営 249,039 132,797

市　費 69,041

文
　
化
　
財
　
課
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～  

 

議  案  説  明  

  令和６年度当初予算について、市長に意見を申し出るため、  

千葉市教育委員会組織規則第８条第６号の規定に基づき、議決を

求めるものであります。  
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